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1．はじめに
　国立民族学博物館（以下，民博）は，開館当
初から収蔵庫の温度湿度環境について，空気
調和設備（以下，空調）の制御レベルを特別収
蔵庫と一般収蔵庫の二段階で管理している。こ
れは，多様な素材で構成される民族資料を対象
とするため，材質一般に適切な，平均的な温度
湿度管理を一般収蔵庫でおこない，厳密な温度
湿度管理が必要な材質の資料は特別収蔵庫で管
理するという考えに基づいている（園田2008: 
91）。しかし，資料にとって安全で，効率的な
温度湿度の管理を目指すなか，2003年に一般収
蔵庫の一室でカビが発生した。そして2004年
の冬期には別の一室の上層部 1）で高温傾向が確
認されるなど，温度湿度の管理に関わる問題が
発生した。そこで，原因の調査と対応にあたる
とともに 2），温度湿度の管理体制を見直した。
中央監視盤の温度湿度データに基づいて空調制
御をおこなっていた体制に加えて，2004年から
段階的に，収蔵庫や展示場に自記温度湿度計や
温度・湿度データロガーを設置し，資料管理担
当部署の職員による定期的な温度湿度の確認を
行っている。また，2006年からは，空調管理に
関わる複数の部署が空調に関する情報を共有す
るための空調連絡会を隔週（月2回）で開催し
ている。（河村2008; 園田 2017: 36-37）。
　2007 年度からは，温度・湿度データロガー
のデータを効率的に分析するために温度・湿
度分析システムの開発と試行を進め，2014年度
から本格的に運用している（園田2011: 40-41, 
2015; 河村2015; Sonoda 2016: 97-98）。この分
析システムを活用して，特別収蔵庫，一般収
蔵庫，及び，本館展示場の温度湿度の制御状
況を検証した3）（Sonoda and Hidaka 2011: 126-

136）。また，東日本大震災を契機として，省エ
ネルギー化（以下，省エネ）に向けた対策とし
て一般収蔵庫における空調制御方法を見直し
た。この結果，これまで季節に合わせて温度の
目標値を変更しながら，年間を通して空調を運
転していたが，2013年からは，7室ある一般収
蔵庫のうち5室は春期と秋期に空調を停止し，
次の期間の目標値にむけて温度を緩やかに移行
する運用に変更した（Sonoda 2015: 31-33; 2016: 
103-107; 2019: 44-47; Sonoda et al. 2017）。
　本稿では，空調制御の方法を見直した一般収
蔵庫における温度湿度の管理状況と，空調制御
の方法を改めて検証した。なお，本稿は，「国
立民族学博物館の収蔵庫における温度湿度管理
の現状」（河村2022）を改訂したものであり，分
析データの詳細は同報告に掲載している。

2．分析の対象とした収蔵庫の空調条件
　本稿では，2013年から空調制御の方法を変更
した一般収蔵庫のうち，春期，秋期の空調運転
条件が異なる第2収蔵庫，第5収蔵庫と，一般
収蔵庫の中で唯一地下に位置し，年間を通して
空調を停止し，汎用除湿器による湿度制御をお
こなっている第6収蔵庫を対象とした。表1に
各室の空調条件を示す。
　分析は，2019年の温度湿度のデータを用いて
おこなった。これは，2020年以降は新型コロナ
ウイルス感染拡大の影響により，収蔵庫を管理
する職員の現場での活動が制限されたため，職
員の目が行き届きにくくなることを考慮し，春
期，秋期も空調運転をおこなうなどの措置を講
じており，通常の管理とは異なるためである。
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3．�空調の制御方法が異なる収蔵庫の管理状況
について―全体所見

　空調の制御方法が異なる第2収蔵庫，第5収
蔵庫，第6収蔵庫の温度湿度を分析した結果，
いずれもおおむね目標とする温度湿度に沿って
制御されていた。

・季節変化に応じた推移の穏やかさや，目標
範囲内での収まり方は，温度のほうが湿度
よりもよく制御されている。湿度は，いず
れの収蔵庫においても目標値より高湿で推
移する期間はあるが，年間の湿度推移は
収蔵庫による差はあるものの，おおむね
50%RH～65%RHであり，急激な変化が頻
繁におきる状況ではない。このことから，
収蔵庫の温度湿度環境は，多様な素材で構
成される民族資料の収蔵庫としては基本的
には許容できる環境であると考える。

・日較差は，年間を通じて空調を運転する第
5収蔵庫に比べ，春期，秋期に空調を停止
する第2収蔵庫や年間を通じて空調を停止
する第6収蔵庫の方が，温度，湿度ともに
小さかった。

　これらの点から，民博の一般収蔵庫に関して
は，すべての部屋で，通年，空調を運転して収
蔵庫の温度湿度環境を制御する必要はなく，そ
れぞれの部屋の特性に応じて温度湿度の制御方
法を変える空調管理は，省エネの対策となるこ
とからも，妥当な制御方法であると考える。

　一方で，収蔵庫ごとに改善すべき点も明らか
になった。

・春期，秋期に空調を停止する第2収蔵庫は，
特に高温高湿の環境を避けるために，夏期
の空調開始の時期に注意が必要である。

・第5収蔵庫は，夏期の高温度傾向への注意
と，日変動を抑える工夫が必要である。

・第6収蔵庫は，春期中頃から秋期中頃の高
湿度傾向が続く時期に汎用除湿器のみの対
応で十分であるかを検討する必要がある。

　これらの課題に対応するにあたり，停止した
空調の再開の時期や，温度湿度が目標範囲から
外れた際の対応は，これまでどおり温度湿度の
定期的な確認と情報の共有を行い，空調の変更
が必要な際に速やかに関係者に連絡をとる体制
を活用し，地道ながらも着実で細やかな対応を
継続する必要がある。加えて，より恒常的な問
題である，季節による大きな日変動や，高湿度
傾向への対応は，空調制御の方法について蓄積
してきた経験とも照らし合わせ，引き続き対策
に取り組む必要がある。
　また，各収蔵庫ともに，温度は空調の制御方
法に関わらず，測定箇所による大きな差はな
い。一方，湿度は，第2収蔵庫と第5収蔵庫で
は，室内の最も高湿度となる測定箇所と，最も
低湿度となる測定箇所では，年間を通じて約
10%RHの差がみられた。そこで，第 2 収蔵庫
における温度湿度の分布差が生じる原因を，平

表1　各室の空調条件（筆者作成）

空調条件 第2収蔵庫 第5収蔵庫 第6収蔵庫

冬期
空調運転（注1）

温度目標値：20 ℃±2 ℃

春期
空調停止

（空調開始の目安：26℃または65％RH以上に到達）

空調運転
（�空調機の温度設定を20 ℃から26 ℃へ週1回0.5 ℃
ずつ変更）

空調停止
（汎用除湿器で除湿のみ 
 実施）

夏期
空調運転

温度目標値：26 ℃±2 ℃

秋期
空調停止

（�空調開始の目安：作業者が寒すぎるか，40％ RH
未満に到達）

空調運転
（�空調機の温度設定を26 ℃から20 ℃へ週1回0.5 ℃
ずつ変更）

・空調運転：毎日 9：00～17：00
・湿度目標値：通年 52％ RH±5％ RH
・データロガー設置個所：上層・下層それぞれの中央，及び四隅への設置を基本とし，庫内の空間の大きさや配架棚の位置に合わせている。

注1　�第6収蔵庫の2019年の冬期は，2018年6月18日に発生した大阪府北部を震源とする地震の対応として，施設面の安全確認が完了するまで，
収蔵庫への不要不急の入室を控えることとした。このため，汎用除湿器の運用を停止し，一般収蔵庫の冬期の条件で空調を運転した。
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面方向と，高さ方向の温湿度の分布傾向から検
証したところ，第2収蔵庫では，廊下など空調
で制御されていないに空間に面した壁面付近な
ど，通年，温度が低くなりやすい箇所や，周辺
の移動棚 4）などの集密具合により空調の吹き出
し口からの送風が遮られる箇所において高湿度
傾向が認められた。この状況は，空調による制
御だけで解消することは難しいと考える。特
に，移動棚は，収蔵資料の増加に伴って配架場
所が不足し，収蔵庫の通路に長期間にわたって
置かざるをえない状況がある 5）。民博では，こ
の問題に対応する方法の一つとして，2007年よ
り段階的に収蔵資料の再配架に取り組んでい
る（Sonoda et al. 2018: 234-238; 橋本2021: 235-
236）。配架棚への過剰な資料配架を解消するこ
とで，配架棚内で空気が滞留する微空間つくる
ことを防ぐ効果が期待される。

4．まとめ
　本稿では，民博の収蔵庫の温度湿度管理の現
状を，2019年の年間の温度湿度データを用いて
検証した。これにより，民博の一般収蔵庫にお
ける温度湿度の管理状況は，年間を通じて，あ
る程度目標値の範囲内で制御されており，2013
年に見直した季節や収蔵庫の特性に応じて温度
湿度の制御方法をかえる空調管理は基本的には
妥当であることが確認できた。
　一方で，収蔵庫の特性によって注意すべき季
節や，空調の運転方法を改善すべき点が異なる
ことを改めて確認した。これら課題に対応する
ためには，空調機の温度湿度の設定変更の検討
とともに，収蔵庫の定期的な温度湿度の確認を
継続しながら，資料管理部門，施設管理部門，
さらには空調機の制御をおこなう関係者が各収
蔵庫の特性を共有し，それぞれに応じた空調運
転の方法についての経験を蓄積しながら，検討
を続けていく必要がある。
　収蔵庫の温度湿度環境の適切な管理のために
は，データロガーを利用した継続的かつ詳細な
モニタリングが不可欠である。一方，温度湿度
の異常に気付く最初のきっかけは，収蔵庫で作
業をする職員が普段の温度と違うという体感

や，湿っぽさ，こもった匂いを感じ取るなど，
人間の感覚によるところが大きい。こうした異
常に気付いた場合，速やかに現地の状況やデー
タを確認する体制の構築がとても重要であると
実感している。加えて，将来的には，予算要求
を伴う収蔵庫の改修や増築なども見据えた長期
的な視野での収蔵環境の改善も取り入れること
が，資料の保存環境を整えていくうえで必要に
なると考えている。

《注》
 1）	　民博の一般収蔵庫はひとつの部屋を上層・下層に

区切っている。
 2）	　カビが発生した収蔵庫は，高湿度傾向が確認され

たため，汎用除湿器を用いて湿度を低下させ，その
後も，適宜，汎用除湿器を使用している。冬期に上
層で高温度傾向が確認された収蔵庫は，天井に設置
された空調吹き出し口に，合成樹脂シートを加工し
た簡易ダクトを取り付けて，空調された空気を低温
傾向が見られた下層へ送ることで上層の高温状態を
緩和した。この効果を確認し，2005年度に空調ダク
トの一部を下方へ延ばす改修工事をおこなった。

 3）	　特別収蔵庫，一般収蔵庫，及び，本館展示場の
2010年の温度湿度データから温度湿度の制御状況を
総合的に検証したところ，厳密な温度湿度管理をお
こなう特別収蔵庫は年間を通じてよく制御されてい
た。季節により温度の目標値を変更する一般収蔵庫
と，展示場では，一般収蔵庫は年間を通しておおむ
ね良好に制御され，展示場は冬期のみ湿度の変動が
大きいものの，その他の季節は比較的よく制御され
ていた。この結果から，必要に応じて，空調制御の
レベルをわける方法は妥当であると結論した。

 4）	　収蔵資料の増加に伴い，収蔵庫に既存の配架棚の
みでは収蔵しきれない資料に対応するために導入し
たキャスター付きの仮配架棚。

 5）	　民博の収蔵資料は，1977年の開館当時の2万45件
から年々増加し，2021年3月現在では34万5,143件の
資料が収蔵されている。一方，収蔵庫は開館当時に
7室が設けられ，その後，1983年に3室，1986年に2
つの大型テント，1996年に2室の収蔵庫が増設され
た。2014年には2つの大型テントを建て替えて，船
などの大型資料を収蔵するとともに，一時保管場所
や殺虫処理システムの機能を備えた多機能資料保管
庫が建設されたが，厳密には1996年から約25年間，
収蔵庫は増えていない。

文化財の虫菌害85号（2023年6月）



21

参考文献
〈日本語〉
河村友佳子
　2008　�「みんぱくにおける空調管理について」『博物館

への挑戦―何がどこまでできたのか』pp. 136-
145，東京：三好企画。

　2015　�「温度・湿度分析システムスモール・パッケー
ジ（試作版）の概要と課題」『大学共同利用機関
法人人間文化研究機構　連携研究「人間文化資
源」の総合的研究成果報告書　平成27年7月』
pp. 627-645，東京：大学共同利用機関法人人
間文化研究機構。

　2022　�「国立民族学博物館の収蔵庫における温度湿度
管理の現状」『国立民族学博物館調査報告』155: 
pp. 43-65。

園田直子
　2008　�「みんぱくにおける保存科学の特徴」『博物館へ

の挑戦―何がどこまでできたのか』pp. 90-102, 
東京：三好企画。

　2011　�「国立民族学博物館における資料管理の現状と
今後の展望」文化財保存修復学会編『みんぞ
く資料をまもる（文化財の保存と修復13）』pp. 
33-44,東京：クバプロ。

　2015　�「博物館環境分析システム（温度・湿度分析シ
ステム，生物生息調査分析システム）の研究
開発」『人間文化研究機構連携研究「人間文化資
源」の総合的研究成果報告書』pp. 620-626，東
京：大学共同利用機関法人人間文化研究機構。

　2017　�「民博の舞台裏―資料の活用と保存の両立をめ
ざして」『季刊民族学』162: 31-42。

橋本沙知
　2021　�「保存と活用の両立を目指した博物館資料の収

納方法」『継承される地域文化―災害復興から
社会創発へ』pp. 224-238, 京都：臨川書店。

〈外国語〉
Sonoda, N.
　2015　�Museum Environment Control for Sustainable 

Collection Management. In N. Sonoda, K. Hirai, 
and J. Incherdchai （eds.） Asian Museums and 

Museology 2014: International Workshop on 
Museology in Thailand （Senri Ethnological 
Reports 1 2 9）, pp. 2 7- 3 5 . Osaka: National 
Museum of Ethnology.

　2016　�M a n a g i n g  a n d  A n a l y z i n g  M u s e u m 
Environmental Data. New Horizons for Asian 
Museums and Museology, pp. 97-109. Singapore: 
Springer

　2019　�Sustainable Collection Management in a 
1970s Building: A Case Study of the National 
Museum of Ethnology, Osaka. Conservation of 
Cultural Heritage in a Changing World （Senri 
Ethnological Studies 102）, pp. 39-55 . Osaka: 
National Museum of Ethnology. 

Sonoda, N. and S. Hidaka
　2011　�Integrated Pest Management at the National 

Museum of Ethnology, Japan: Re-Evaluation 
of Preventive Measures and Control Strategies. 
Integrated Pest Management for Collections: 
Proceedings of 2 0 1 1 : A Pest Odyssey, 1 0 
Years Later. London, 26-28 October 2011, In. 
P. Winsor, D. Pinniger, L. Bacon, B. Child, 
K. Harris ,  D. Lauder, J .  Phippard, and 
A. Xavier-Rowe （eds.） pp. 123-138. Swindon: 
English Heritage.

Sonoda, N., S. Hidaka, and K. Suemori  
　2017　�Challenges of and Reflections on Sustainable 

Climate Control at the National Museum of 
Ethnology, Japan. ICOM-CC 1 8 th Triennial 
Conference Copenhagen, Denmark, 4- 8 
September, 2017 Preprints （1522_618_SONODA_ 
ICOM-CC_2017.pdf）.

　2018　�Continuous Efforts over 10 Years for Storage 
Re-Organization at the National Museum of 
Ethnology, Japan. Preventive Conservation: 
The State of the Art. IIC 2018 Turin Congress 
Preprints （Studies in Conservation, Vol. 6 3 , 
Supplement 1, S234-S241）. https://doi.org/10.
1080/00393630.2018.1471886

国立民族学博物館の収蔵庫における温度湿度管理の現状


